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第
四
節

考
古
学
か
ら
見
た
鎌
倉
時
代
の
亀
山
市
域

第
一
項

正
法
寺
山
荘
前
身
寺
院
の
創
建
と

市
域
の
中
世
前
期
の
寺
院
跡

正
法
寺
山
荘
跡
の
現
況
と
記
録

関
氏
正
法
寺
山
荘
跡
は
、
中
世
後
期
の

せ
き

し

し
ょ
う
ほ
う
じ
さ
ん
そ
う
あ
と

有
力
武
士
の
館
跡
で
あ
り
、
『
宗
長
手
記
』
に
も
登
場
し
、
わ
が
国
の
文

そ
う
ち
ょ
う
し
ゅ
き

学
史
上
重
要
な
遺
跡
と
し
て
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
二
）
一
月
二
十
四

日
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
亀
山
市
を
代
表
す
る
景
勝

地
の
ひ
と
つ
と
し
て
桜
と
紅
葉
の
季
節
に
は
多
く
の
市
民
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
（
写
真

）。

103

正
法
寺
山
荘
跡
は
、
鈴
鹿
川
の
支
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
小
野
川
の
上
流

域
の
標
高
一
〇
〇
ｍ
程
度
東
の
平
坦
地
に
営
ま
れ
た
東
西
一
三
〇
ｍ
・
南

北
一
四
〇
ｍ
程
の
寺
院
・
居
館
跡
で
あ
る
。
北
・
東
・
南
の
三
方
を
川
で

囲
ま
れ
、
西
側
に
標
高
二
九
〇
・
八
ｍ
の
羽
黒
山
か
ら
南
に
派
生
し
た
細

長
く
急
峻
な
尾
根
を
控
え
た
天
然
の
要
害
を
な
す
立
地
で
あ
る
。

正
法
寺
山
荘
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
関
氏
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
寺
院

と
し
て
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
た
。

『
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
記

録
』
（
『
大
日
本
史
料
』
九

䢢
六
）
の
東
渓
和
尚
に
つ

い
て
の
記
事
に
、
永
正
二

年
（
一
五
〇
五
）
に
関

民
部
大
輔
（
何
似
斎
・
盛

み

ん

ぶ

だ

ゆ

う

か

じ

さ

い

貞

？
～
一
五
五
〇
）
に

乞
わ
れ
て
「
拈
華
山
正
法

寺
」
を
開
基
し
た
と
あ
り
、

正
法
寺
創
建
を
こ
の
時
期

写真103 国史跡関氏正法寺山荘跡現況（関町鷲山）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1195sh103.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F103 %E5%9B%BD%E5%8F%B2%E8%B7%A1%E9%96%A2%E6%B0%8F%E6%AD%A3%E6%B3%95%E5%AF%BA%E5%B1%B1%E8%8D%98%E8%B7%A1%E7%8F%BE%E6%B3%81%EF%BC%88%E9%96%A2%E7%94%BA%E9%B7%B2%E5%B1%B1%EF%BC%89
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に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

正
法
寺
山
荘
が
早
く
か
ら
世
に
知
ら
れ
た
の
は
、
連
歌
の
宗
匠
と
し
て

れ

ん

が

著
名
な
柴
屋
軒
宗
長
（
一
四
四
八
年
～
一
五
三
二
）
が
記
し
た
『
宗
長
手

さ
い
お
く
け
ん

記
』
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
宗
長
は
関
何
似
斎
と
親
交
が
あ
り
、
何
似
斎
の

招
き
を
う
け
て
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
、
四
年
（
一
五
二
四
）
、
七
年
（
一

五
二
七
）
に
関
氏
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。

『
宗
長
手
記
』
の
記
事
は
「
亀
山
市
史

史
料
編

古
代
・
中
世
」
に

も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
考
古
編
で
要
約
し
て
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
再
掲
し
な
い
が
、
宗
長
が
み
た
正
法
寺
山
荘
と
は
、
あ
く
ま
で
も
山

中
の
禅
宗
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
も
高
い
防
御
機
能
を
有
し
、
戦
国
武
将
が

歌
会
や
酒
宴
を
催
す
山
荘
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

宗
長
以
外
で
は
、
里
村
紹
巴
が
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
二
月
二
十

さ
と
む
ら
じ
ょ
う
は

五
～
二
十
九
日
に
正
法
寺
に
滞
留
し
た
こ
と
が
『
紹
巴
冨
士
見
道
記
』
に

み
ら
れ
、
こ
の
時
期
ま
で
は
寺
院
と
し
て
の
体
裁
は
保
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

『
九
々
五
集
』
（
巻
第
六
中

古
新
高
・
所
務
部

鷲
山
村
）
に
よ
れ

ば
、
関
盛
信
の
時
代
の
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
一
五
六
九
）
の
終
わ

り
か
ら
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
一
五
七
二
）
の
初
め
に
か
け
て
寺
は
戦

乱
で
廃
絶
し
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
は
関
一
政
と
大
徳
寺
正
受
院

住
持
の
東
嶺
和
尚
が
「
旧
跡
」
を
来
訪
し
詩
歌
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
は
寺
が
廃
絶
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
後
は
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
）
に
鷲
山
村
に
旧
寺

名
を
継
承
し
て
再
興
さ
れ
た
が
、
正
法
寺
山
荘
跡
の
つ
い
て
の
記
事
は
地

誌
類
な
ど
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、
明
治
以
降
に
な
る
と
、
再
興

正
法
寺
も
廃
寺
と
な
り
人
々
か
ら
正
法
寺
山
荘
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
正
法
寺
山
荘
跡
の
所
在
が
再
確
認
さ
れ
公
表

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
三
重
大
学
歴
史
研
究
会

原
始
古
代
史
部
会
の
踏
査
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

関
町
で
は
町
民
運
動
広
場
建
設
の
た
め
に
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

に
正
法
寺
山
荘
跡
を
含
む
二
万
㎡
を
公
有
地
化
し
た
が
、
遺
跡
の
重
要
性
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に
か
ん
が
み
て
将
来
的
な
史
跡
整
備
に
方
針
を
変
換
し
、
国
庫
補
助
を
受

け
て
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

に
第
一
次
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
度
か
ら

は
調
査
に
あ
わ
せ
て
保
存
修
景
事
業
に
も
着
手
し
、
昭
和
五
十
六
年
一
月

二
十
四
日
に
「
関
氏
正
法
寺
山
荘
跡
」
と
し
て
国
史
跡
指
定
さ
れ
た
。

正
法
寺
山
荘
跡
の
発
掘
調
査

正
法
寺
山
荘
跡
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
五

十
二
年
度
（
一
九
七
七
）
の
第
一
次
調
査
か
ら
か
ら
昭
和
六
十
年
度
（
一

九
八
五
）
の
第
九
次
調
査
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
史
跡
保
存
修
景
を
目
的
と
し
発
掘
調
査
範
囲
は
限
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
の
概
要
や
出
土
遺
物
の
傾
向
と
い
っ
た
成

果
は
考
古
編
に
整
理
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

発
掘
調
査
で
は
、
全
体
に
焼
土
の
分
布
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
正
法

寺
山
荘
の
存
続
時
期
内
に
大
規
模
な
火
災
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
整
地
層
の
状
況
か
ら
遺
構
の
時
期
は
Ⅰ
～
Ⅲ
期
に
時
期

区
分
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
第
Ⅲ
期
は
火
災
整
地
後
の
遺
構
で
、

こ
の
上
限
は
出
土
し
た
石
塔
残
片
の
銘
文
か
ら
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）

と
し
て
い
る
。

た
だ
、
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
の
間
に
明
確
な
画
期
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
火

災
整
地
後
の
Ⅲ
期
で
あ
っ
て
も
Ⅰ
期
か
ら
継
続
し
た
遺
構
と
共
存
関
係
に

あ
り
、
Ⅰ
～
Ⅲ
期
は
継
続
性
が
強
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
え

で
出
土
遺
物
の
年
代
か
ら
正
法
寺
山
荘
は
、
十
六
世
紀
初
頭
頃
を
創
建
時

期
と
し
、十
七
世
紀
初
頭
頃
ま
で
を
存
続
時
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
仏
具
や
武
具
、
茶
器
や
文
房
具
と
い
っ
た
居
館
・
寺
院
を
想
定
さ

せ
る
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
正
法
寺
山
荘
が
兵
火
や
自
然
災
害
と

い
っ
た
突
発
的
な
廃
絶
で
は
な
く
、
徐
々
に
衰
微
し
て
ゆ
く
中
で
必
要
な

も
の
が
搬
出
さ
れ
て
ゆ
く
廃
絶
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
の
成
果
と
し
て
、
正
法
寺
山
荘
成
立
以
前
に
前
身
と
な
る
寺

院
が
す
で
に
建
立
さ
れ
た
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
全
身
寺
院
に

関
連
す
る
遺
物
と
し
て
、
五
〇
〇
点
近
い
山
茶
碗
と
山
皿
が
出
土
し
て
い

る
。
そ
の
大
部
分
は
十
三
世
紀
中
～
後
期
の
も
の
で
こ
の
時
期
が
正
法
寺
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山
荘
前
身
寺
院
の
盛
行
し
た
時
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
瓦
は

二
・
七
ｔ
も
の
ま
と
ま
っ
た
量
が
出
土
し
て
お
り
、
正
法
寺
山
荘
前
身
寺

院
に
成
立
以
前
に
小
規
模
な
が
ら
瓦
葺
建
物
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。出

土
し
た
瓦
は
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
前
半
の
も
の
と
、
十
四

世
紀
中
ご
ろ
の
二
時
期
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
法
寺
山
荘
前

身
寺
院
の
創
建
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
頃
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
軒
平
瓦

は
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
前
半
の
も
の
は
一
点
も
な
く
、
創
建
当
初

は
限
定
的
に
瓦
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真

）。

104

中
世
前
半
の
鈴
鹿
郡
域
に
お
い
て
継
続
的
に
造
瓦
を
お
こ
な
う
体
制
は

な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、
瓦
は
い
ず
れ
も
畿
内
地
域
で
生
産
さ
れ
た

瓦
と
の
共
通
性
が
み
ら
れ
る
た
め
、
正
法
寺
前
身
寺
院
の
建
立
者
が
畿
内

地
域
と
の
深
い
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真

）。

105

遺
物
分
布
か
ら
見
た
正
法
寺
山
荘
前
身
寺
院

発
掘
調
査
に
お
け
る
遺
物

出
土
地
点
か
ら
正
法
寺
山
荘
前
身
寺
院
の
様
相
を
考
え
て
み
よ
う
。

十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
前
半
の
瓦
は
中
央
土
壇
と
み
な
さ
れ
る
区

域
に
限
定
さ
れ
、
こ
の
中
で
も
中
央
と
北
側
、
入
口
と
な
る
南
側
中
央
に

集
中
し
、
こ
の
あ
た
り
に
瓦
葺
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

正
法
寺
山
荘
前
身
寺
院
の
創
建
時
の
状
況
は
中
央
土
壇
の
中
央
と
北
側
に

瓦
葺
建
物
を
配
し
、
南
側
に
瓦
葺
の
門
が
南
北
方
向
に
並
ぶ
伽
藍
で
あ
っ

写真104 正法寺山荘跡出土 軒丸瓦（Ａ群）

写真1105 正法寺山荘跡の発掘調査 （関町鷲山）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1196sh104.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F104 %E6%AD%A3%E6%B3%95%E5%AF%BA%E5%B1%B1%E8%8D%98%E8%B7%A1%E5%87%BA%E5%9C%9F%E3%80%80%E8%BB%92%E4%B8%B8%E7%93%A6%EF%BC%88%EF%BC%A1%E7%BE%A4%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/syouhouji01/04/04-03/gi.html?pf=SWS10403-176.JPG&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F105 %E6%AD%A3%E6%B3%95%E5%AF%BA%E5%B1%B1%E8%8D%98%E8%B7%A1%E3%81%AE%E7%99%BA%E6%8E%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%EF%BC%88%E9%96%A2%E7%94%BA%E9%B7%B2%E5%B1%B1%EF%BC%89
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た
と
推
定
で
き
る
。

十
四
世
紀
中
ご
ろ
の
瓦
は
よ
り
広
い
分
布
を
示
し
、
中
央
土
壇
の
ほ
か

に
そ
れ
ま
で
瓦
葺
建
物
の
な
か
っ
た
北
西
部
に
も
堂
舎
の
造
立
が
お
こ
な

ど
う
し
ゃ

わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
央
土
壇
の
中
心
軸
線
の
南
側
延
長
上
に
方
形
の

池
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
池
は
創
建
以
前
か
ら
湧
水
点
と
し
て
存
在
し

て
い
た
と
み
ら
れ
、
池
と
し
て
の
整
備
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
う
え
で
寺
院
と
し
て
配
置
を
見
た
場
合
、
池
䢪
中
央
堂
舎
䢪
北
側

堂
舎
の
配
列
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
直
線
的
な
配
列
が
、
禅
宗
寺
院
で
あ

る
正
法
寺
山
荘
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
山
茶
碗
・
山

皿
の
出
土
は
中
央
土
壇
と
そ
の
東
側
に
限
定
さ
れ
、
十
三
世
紀
中
ご
ろ
か

ら
後
半
に
か
け
て
の
範
囲
が
狭
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
図

）。

66

市
域
の
中
世
前
期
の
寺
院
跡

『
宗
長
手
記
』
に
は
正
法
寺
山
荘
跡
周
辺

に
複
数
の
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
正
法
寺
山
荘
に
至
る

図66 正法寺山荘跡に見る中世瓦の分布図 （関町鷲山）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1198zu066.JPG&?pn=%E5%9B%B366 %E6%AD%A3%E6%B3%95%E5%AF%BA%E5%B1%B1%E8%8D%98%E8%B7%A1%E3%81%AB%E8%A6%8B%E3%82%8B%E4%B8%AD%E4%B8%96%E7%93%A6%E3%81%AE%E5%88%86%E5%B8%83%E5%9B%B3%EF%BC%88%E9%96%A2%E7%94%BA%E9%B7%B2%E5%B1%B1%EF%BC%89


- 6 -

経
路
に
存
在
す
る
「
大
龍
寺
」

だ
い
り
ゅ
う
じ

は
対
岸
の
鷲
山
の
西
端
が
想
定

地
で
あ
る
。「
正
法
寺
の
な
ら
び
」

と
さ
れ
る
「
興
禅
寺
」
は
、
京

こ

う

ぜ

ん

じ

都
東
福
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
正

法
寺
山
荘
跡
の
北
方
に
小
規
模

な
土
塁
と
石
組
溝
、
複
数
の
区

ど

る

い

画
を
持
つ
平
坦
部
と
石
積
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
「
興
禅
寺
跡
」

考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
寺
院
の
創
建
・
廃
絶

時
期
は
定
か
で
は
な
く
、
な
ぜ
こ
の
地
に
寺
院
が
集
中
す
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
が
、
背
後
の
羽
黒
山
に
鎮
座
す
る
羽
黒
権
現
と
あ
わ
せ
て
、
一
帯

ご
ん
げ
ん

が
霊
地
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
写
真

）。

106

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
域
で
出
土
遺
物
か
ら
中
世
前
期
の
寺
院
跡
と
み
ら

れ
る
の
は
、
正
法
寺
山
荘
前
身
寺
院
の
ほ
か
に
関
町
新
所
の
大

日
森
遺

だ
い
に
ち
の
も
り

跡
に
過
ぎ
な
い
。
大
日
森
遺
跡
は
城
山
東
側
の
段
丘
上
に
位
置
し
、
鈴
鹿

関
跡
の
想
定
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
。
寺
院
名
な
ど
の
記
録
は
な
く
、
発

掘
調
査
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
中

心
に
宝
相
華
文
を
配
し
た
唐
草
文
軒
平
瓦

ほ
う
そ
う
け
も
ん

か
ら
く
さ
も
ん

や
複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
、
如
来
坐
像
の
土

ふ
く
べ
ん
れ

ん

げ
も
ん

に
ょ
ら
い
ざ

ぞ

う

仏
（
せ
ん
仏
）
な
ど
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
の
内
容
か
ら
見
て
寺
院
跡
と
考
え
ら

れ
る
が
、
『
関
町
史
』
で
は
奈
良
時
代
末

の
寺
院
跡
と
す
る
が
、
瓦
の
年
代
は
十
一

世
紀
末
ご
ろ
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真

）
。

107

寺
院
跡
の
存
在
は
、
瓦
か
仏
具
の
出
土

と
伝
承
・
記
録
が
あ
っ
て
初
め
て
所
在
が

明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
瓦
の
出

写真106 羽黒権現社（関町鷲山）

写真107 大日の森遺跡出土軒平瓦拓本（木崎嘉秋氏所蔵）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1199sh106.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F106 %E7%BE%BD%E9%BB%92%E6%A8%A9%E7%8F%BE%E7%A4%BE%EF%BC%88%E9%96%A2%E7%94%BA%E9%B7%B2%E5%B1%B1%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1200sh107.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F107 %E5%A4%A7%E6%97%A5%E3%81%AE%E6%A3%AE%E9%81%BA%E8%B7%A1%E5%87%BA%E5%9C%9F%E8%BB%92%E5%B9%B3%E7%93%A6%E6%8B%93%E6%9C%AC%EF%BC%88%E6%9C%A8%E5%B4%8E%E5%98%89%E7%A7%8B%E6%B0%8F%E6%89%80%E8%94%B5%EF%BC%89
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土
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
て
は
、
も
う
少
し
視
野
を
広
げ

て
見
る
必
要
が
あ
る
。

石
造
物
・
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
仏
像
の
所
在
も
寺
院
跡
の

可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
市
域
の
状
況
を
み
る
と
、
寺
院
想
定
数
は
決

し
て
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
石
造
物
・
必
然
的
に
仏
像
も
移
動
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の
所
在
を
そ
の
ま
ま
寺
院
跡
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
そ
の
分
布
は
中
世
前
期
に
は
存
在
し
た
寺
院
の
所
在
を
色
濃
く
反
映

し
た
も
の
と
い
え
る
。

石
造
物
で
は
両
尾
町
原
尾
の
宗
徳
寺
三

重

層
塔
（
亀
山
市
指
定
文
化

さ
ん
じ
ゅ
う
そ
う
と
う

財
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
塔
は
、
残
高
二
二
九
㎝
、
本
来
は
五
重
塔
の

可
能
性
も
あ
る
が
相
輪
の
先
端
を
欠
く
以
外
は
ほ
ぼ
全
体
が
残
っ
て
い

そ
う
り
ん

る
。
塔
身
の
各
面
に
如
来
形
の
坐
像
が
半
肉
彫
り
さ
れ
た
四
方
仏
と
な
っ

し
ほ
う
ぶ
つ

て
い
る
。
屋
根
の
棟
の
形
状
が
丸
み
を
持
っ
て
膨
ら
む
い
わ
ゆ
る
「
起
り

む
く

屋
根
」
と
な
っ
て
お
り
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
建
立
さ

れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
現

位
置
が
建
立
当

初
か
ら
の
位
置

で
あ
る
か
定
か

で
は
な
い
が
、

部
材
の
混
在
も

な
く
旧
状
を
よ

く
保
っ
て
お
り
、

三
重
県
下
最
古

の
建
造
物
で
あ

る
（
写
真

）
108

亀
山
神
社
境

内
に
あ
る
宝

篋

ほ
う
き
ょ
う

印
塔
基
礎
部
（
亀

い
ん
と
う

山
市
指
定
文
化

写真108 三重県下最古の三重層塔（両尾町）
写真109 正慶元年の銘がある宝篋印塔

基礎部（本丸町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1201sh108.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F108 %E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C%E4%B8%8B%E6%9C%80%E5%8F%A4%E3%81%AE%E4%B8%89%E9%87%8D%E5%B1%A4%E5%A1%94%EF%BC%88%E4%B8%A1%E5%B0%BE%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1202sh109.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F109 %E6%AD%A3%E6%85%B6%E5%85%83%E5%B9%B4%E3%81%AE%E9%8A%98%E3%81%8C%E3%81%82%E3%82%8B%E5%AE%9D%E7%AF%8B%E5%8D%B0%E5%A1%94%E5%9F%BA%E7%A4%8E%E9%83%A8%EF%BC%88%E6%9C%AC%E4%B8%B8%E7%94%BA%EF%BC%89
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財
）
が
あ
る
（
写
真

）。

109

こ
の
石
塔
材
は
、
昭
和
二
十

六
年
（
一
九
五
一
）
に
亀
山
城

本
丸
西
門
石
垣
を
撤
去
し
た
際

に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
正
慶

元
年
（
一
三
三
二
）
の
銘
が
あ

る
。
こ
れ
と
同
じ
く
石
垣
内
か

ら
発
見
さ
れ
た
五
輪
塔
水
輪
や

ご
り

ん
と
う
す
い
り
ん

宝
篋
印
塔
笠
部
、
塔
身
が
西
町

善
導
寺
境
内
に
移
設
保
存
さ
れ

て
い
る
（
写
真

）。

110

こ
れ
ら
に
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
亀
山
城
本
丸

付
近
は
築
城
前
に
善
導
寺
が
旧
在
し
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
石
塔

類
は
善
導
寺
に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
石

垣
に
石
塔
部
材
を
使
用
す
る
こ
と
は
織
豊
期
前
半
ま
で
は
よ
く
行
な
わ
れ

て
お
り
、
混
在
し
た
寺
院
か
ら
搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
他
に

は
川
崎
町
西
正
寺
境
内
に
鎌
倉
時
代
後
期
と
み
ら
れ
る
石
塔
の
塔
身
が
あ

る
。住

山
町
円
福
寺
古
仏
堂
に
は
、
円
福
寺
の
前
身
寺
院
で
あ
る
「
住
山
寺
」

え
ん
ぷ

く

じ

す
み
や
ま
で
ら

の
本
尊
と
伝
え
ら
れ
る
平
安
後
期
の

聖

観
音
立

像
が
安
置
さ
れ
て
い

し
ょ
う
か
ん
の
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

る
。住

山
寺
旧
在
地
は
現
在
で
も

五
輪
塔
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
瓦

が
散
布
し
て
い
た
と
い
う
。
か

つ
て
採
取
さ
れ
た
瓦
で
は
水
切

り
が
つ
き
、
十
六
世
紀
末
の
生

産
と
考
え
ら
れ
る
が
、
状
況
的

に
は
中
世
初
頭
の
建
立
と
考
え

ら
れ
る
寺
院
跡
で
あ
る
（
写
真

）。

111

写真110 亀山城の石垣撤去で出た石塔材（西町）写真111 住山廃寺跡（住山町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1203sh110.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F110 %E4%BA%80%E5%B1%B1%E5%9F%8E%E3%81%AE%E7%9F%B3%E5%9E%A3%E6%92%A4%E5%8E%BB%E3%81%A7%E5%87%BA%E3%81%9F%E7%9F%B3%E5%A1%94%E6%9D%90%EF%BC%88%E8%A5%BF%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/sumiyama/01/01-01/gi.html?pf=%E5%86%99%E7%9C%9F111 %E4%BD%8F%E5%B1%B1%E5%BB%83%E5%AF%BA%E8%B7%A1%EF%BC%88%E4%BD%8F%E5%B1%B1%E7%94%BA%EF%BC%89
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な
お
、
伝
承
と
し
て
本
町
陰
涼
寺
山
付
近
に
も
廃
寺
が
あ
り
、
か
つ
て

は
瓦
類
が
散
布
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
寺
は
「
遠
照
（
正
）
寺
」
と
よ

び
延
元
年
間
（
一
三
三
六
～
一
三
四
〇
）
に
兵
乱
に
よ
り
焼
失
し
た
と
い

う
。
陰
涼
寺
山
に
「
エ
ン
ジ
ョ
ジ
」
と
の
呼
称
が
あ
る
の
は
遠
照
寺
の
寺

号
に
よ
る
も
の
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
事
例
ま
で
含
め
る
と
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に

あ
っ
て
は
市
域
の
広
範
に
お
い
て
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
と
な
り
、
こ
の

時
期
は
仏
教
文
化
が
こ
の
地
域
に
広
く
浸
透
し
た
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
よ
う
。

第
二
項

集
落
と
開
発

中
世
の
開
発
と
集
落
跡

山
間
地
や
段
丘
が
大
半
を
占
め
る
亀
山
市
域
の

地
形
で
は
、
水
田
経
営
に
適
し
た
ま
と
ま
っ
た
平
地
を
確
保
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

ま
た
、
現
在
、
比
較
的
広
範
な
水
田
を
確
保
し
て
い
る
鈴
鹿
川
・
安
楽

川
・
中
ノ
川
な
ど
の
大
き
な
河
川
の
近
辺
が
水
田
化
さ
れ
た
の
は
、
近
世

の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
農
耕
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
市
域
の
水

田
は
、
細
か
く
入
り
込
ん
だ
谷
地
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。

水
田
な
ど
耕
作
地
と
集
落
と
は
一
体
の
も
の
で
、
本
来
は
別
々
に
存
在

し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
通
常
遺
跡
と
し
て
の
集
落
跡
は
建
物
跡

が
存
在
す
る
居
住
区
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
遺
物
の
散
布
状
況

か
ら
遺
跡
範
囲
を
想
定
し
て
い
る
以
上
、や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

結
果
と
し
て
耕
作
地
と
居
住
区
域
と
の
関
係
は
発
掘
調
査
か
ら
見
い
だ
せ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
網
中
遺
跡
（
亀
山
市
辺
法
寺
町
）
で
は
、
平
成
十
一
年
（
二

あ
み
な
か

〇
〇
一
）
度
か
ら
十
三
年
（
二
〇
〇
二
）
度
ま
で
、
新
名
神
高
速
道
の
亀

山
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
建
設
に
伴
い
、七
四
〇
〇
㎡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

縄

文
時
代
か
ら
近
世
後
期
ま
で
の
遺
物
と
、
奈
良
時
代
（
八
世
紀
）
の

じ
ょ
う
も
ん
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竪
穴

住

居
跡
二
七
棟
や
、

た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

中
世
前
期
か
ら
近
世
に
至

る
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
る
（
写
真

）
。
特
に
、

112

水
田
跡
は
そ
の
成
立
か
ら

現
在
に
到
る
ま
で
の
経
過

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
こ
で
網
中
遺
跡
の

事
例
か
ら
中
世
の
辺
法
寺

で
ど
の
よ
う
に
水
田
が
開

か
れ
、
近
世
か
ら
今
日
ま

で
至
っ
た
の
か
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

網
中
遺
跡
の
水
田
遺
構

網
中
遺
跡
は
、
亀
山
市
の
北
部
中
央
に
位
置
す

る
辺
法
寺
町
地
内
の
安
楽
川
左
岸
、
標
高
五
〇
ｍ
程
度
の
段
丘
上
に
位
置

す
る
。
鈴
鹿
山
系
に
連
な
る
丘
陵
地
と
、
安
楽
川
・
御
幣
川
・
八
島
川
の

お

ん

べ

合
流
点
上
流
域
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
所
在
し
、
現
在
は
水
田
・
茶
畑
・

畑
が
営
ま
れ
て
い
る
。

遺
跡
が
所
在
す
る
辺
法
寺
町
の
地
名
は
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
四

月
二
十
九
日
条
に
大
江
広
元
領
「
遍
法
寺
領
」
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

お

お

え
ひ
ろ
も
と

る
（
『
吾
妻
鏡
』
史

）。
こ
の
由
来
は
、
町
内
に
所
在
す
る
不
動
院
の
寺

あ
づ
ま
か
が
み

416

号
で
あ
る
「
辺
法
寺
」
に
よ
る
も
の
で
、
寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
地

域
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

不
動
院
は
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の
羽
柴
秀
吉
の
峯
城
攻
め
に

は

し

ば
ひ
で
よ
し

よ
る
兵
火
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
秀
吉
は
本
尊
の
不
動
明
王

坐
像
を
破
却
し
、
そ
の
部
材
を
橋
板
と
し
て
、
寺
前
の
小
川
を
渡
っ
た
と

ざ

ぞ

う

伝
え
ら
れ
、
現
在
も
そ
の
部
材
が
不
動
院
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

保
存
さ
れ
て
い
る
旧
本
尊
の
部
材
は
、
左
肩
か
ら
腰
に
か
け
て
の
部
位

に
あ
た
る
。
こ
の
部
分
だ
け
で
高
さ
一
八
三
㎝
に
も
お
よ
び
、
旧
本
尊
は

十
世
紀
に
造
立
さ
れ
た
丈

六
（
坐
像
で
像
高
八
尺
、
約
二
・
四
ｍ
）
の

じ
ょ
う
ろ
く

写真112 空から見た網中遺跡（辺法寺町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1205sh112.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F112 %E7%A9%BA%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%8B%E3%81%9F%E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
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不
動
明
王
坐
像
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
（
図

）。

22

水
田
跡
は
、
最
も
低

い
段
丘
上
に
位
置
し
、

厚
さ
一
ｍ
も
の
黄
褐
色

粗
砂
層
を
取
り
除
い
た

下
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
粗
砂
層
が
い
つ
堆
積
し
た

か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
粗
砂

層
の
直
下
か
ら
中
国
明
朝
の
洪

み
ん

こ
う

武
元
年
（
一
三
六
八
）
に
初
め

ぶて
鋳
造
さ
れ
た
洪
武
通
宝
（
写

真

）
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、

113
粗
砂
層
上
層
の
耕
作
土
か
ら
は

江
戸
時
代
後
半
の
遺
物
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
十
四
世
紀
後
半

か
ら
十
八
世
紀
代
ま
で
に
発
生
し

た
洪
水
に
よ
る
堆
積
と
み
ら
れ
る

（
写
真

）
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

117

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
の

集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
も
発
掘

調
査
で
確
認
さ
れ
た
黄
褐
色
粗
砂

層
と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
で
砂
の
堆
積

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
発
掘
調

査
で
確
認
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
建

物
跡
は
す
べ
て
こ
の
範
囲
よ
り
一
段
高
い
平
坦
部
か
ら
見
つ
か
っ
て
い

る
。網

中
遺
跡
の
水
田
は
、
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
図

）。

68

図67 旧本尊と伝えられる部材（不動院所蔵）

写真113 網中遺跡から出土した洪武通宝

写真114 網中遺跡の洪水砂層（辺法寺町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1206zu067.JPG&?pn=%E5%9B%B367 %E6%97%A7%E6%9C%AC%E5%B0%8A%E3%81%A8%E4%BC%9D%E3%81%88%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E9%83%A8%E6%9D%90%EF%BC%88%E4%B8%8D%E5%8B%95%E9%99%A2%E6%89%80%E8%94%B5%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1207sh113.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F113 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%81%8B%E3%82%89%E5%87%BA%E5%9C%9F%E3%81%97%E3%81%9F%E6%B4%AA%E6%AD%A6%E9%80%9A%E5%AE%9D
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/aminaka04/04/04-01/gi.html?pf=ami04-0031.jpg&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F114 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%81%AE%E6%B4%AA%E6%B0%B4%E7%A0%82%E5%B1%A4%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
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【
第
一
期
】

小
規
模
な
谷
の
開
口
部
分
に
あ
る
わ
ず
か
な
谷
底
を

平
ら
に
し
て
、
田
一
枚
の
面
積
が
平
均
一
〇
㎡
の
小
規
模
な
水
田

を
開
発
し
た
段
階
。
水
は
谷
の
湧
水
を
利
用
す
る
。
十
世
紀
か
ら

十
一
世
紀
に
か
け
て
作
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

【
第
二
期
】

第
一
期
水
田
を
埋
め
込
ん
で
、
畦
で
区
切
ら
れ
た
一

枚
あ
た
り
の
規
模
の
大
き
な
水
田
を
作
る
。
谷
の
先
端
に
大
掛
か

り
な
堰
を
構
築
す
る
。
十
一
世
紀
後
半
か
。

【
第
三
期
】

第
二
期
に
作
ら
れ
た
畦
を
そ
の
ま
ま
に
三
回
以
上
の

か
さ
上
げ
を
お
こ
な
い
な
が
ら
水
田
経
営
が
続
け
ら
れ
る
。
先
述

の
大
規
模
な
洪
水
に
見
舞
わ
れ
砂
層
が
堆
積
し
、
耕
地
が
一
旦
廃

絶
す
る
。
十
二
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
。

【
第
四
期
】

洪
水
に
よ
る
粗
砂
層
の
上
に
床
土
を
入
れ
て
水
田
が

復
活
す
る
。
十
九
世
紀
初
め
頃
。

第
一
期
の
水
田
跡
で
は
、
発
掘
調
査
時
に
実
施
し
た
土
壌
分
析
に
よ
っ

て
稲
株
痕
跡
（
写
真

）
と
見
ら
れ
る
植
物
痕
跡
が
数
多
く
広
が
っ
て
い

115

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
イ
ネ
科
植
物
に
は
ケ
イ
酸
体
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
の
ケ
イ
酸
体
は
植
物
部
本
体
が
土
中
で
腐
食
消
滅
し
て
も
分

解
さ
れ
ず
に
残
り
続
け
る
。
こ
の
土
中
に
残
る
ケ
イ
酸
体
を
プ
ラ
ン
ト
オ

パ
ー
ル
と
呼
ぶ
が
、
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
は
種
類
に
よ
っ
て
形
が
違
う
の

で
、
イ
ネ
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
が
多
く
見
つ
か
れ
ば
そ
の
場
所
は
イ
ネ

図68 網中遺跡 水田遺構変遷図（辺法寺町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1209zu068.JPG&?pn=%E5%9B%B368 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E6%B0%B4%E7%94%B0%E9%81%BA%E6%A7%8B%E5%A4%89%E9%81%B7%E5%9B%B3%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
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が
栽
培
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
い
え
る
（
写
真

）。

114

事
実
、
稲
株
と
思
わ
れ
る
植

物
痕
跡
の
見
ら
れ
た
層
か
ら
は
、

イ
ネ
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
が

検
出
さ
れ
、
そ
の
下
層
と
な
る

青
灰
色
粘
土
層
か
ら
は
、
イ
ネ

の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
は
検
出

さ
れ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
通
常
の
水
田
跡

に
含
ま
れ
る
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー

ル
の
含
有
量
と
比
べ
れ
ば
そ
の

量
は
少
な
く
、
高
い
生
産
性
を

持
つ
水
田
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

第
二
期
に
な
る
と
、
幅
二
二

ｍ
以
上
、
厚
さ
五
ｍ
も
の
大
掛

か
り
な
堰
が
築
か
れ
る
（
写
真

せ
き

）。

117
堰
は
ま
さ
に
小
型
の
ダ
ム
と

い
え
る
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
ア

ー
チ
型
を
示
し
、
木
杭
を
芯
に
し
て
粘
土
を
積
み
上
げ
、
そ
の
外
側
に
石

を
積
ん
で
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
た
高
い
技
術
力
と
労
力
を
駆
使
し
た
も
の

で
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

堰
に
は
常
に
水
を
溜
め
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
水
田
へ
の
安
定
し
た
供

水
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
水
田
は
、
谷
の
口
か
ら
下
方
に
向
け
て

段
々
に
造
ら
れ
て
お
り
、
第
一
期
と
は
一
枚
あ
た
り
の
水
田
面
積
が
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
堰
の
構
築
と
合
わ
せ
て
大

掛
か
り
な
水
田
経
営
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
水
田

は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
ま
で
を
継
続
年
代
と
想
定
で
き

写真115 網中遺跡 水田遺構の稲株痕跡（辺法寺町）
写真116 網中遺跡から検出されたイネのプラントオパール

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/aminaka04/08/08-01/gi.html?pf=ami04-0201.jpg&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F115 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E6%B0%B4%E7%94%B0%E9%81%BA%E6%A7%8B%E3%81%AE%E7%A8%B2%E6%A0%AA%E7%97%95%E8%B7%A1%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1211sh116.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F116 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%81%8B%E3%82%89%E6%A4%9C%E5%87%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F%E3%82%A4%E3%83%8D%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%AA%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB
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る
。
水
田
範
囲
が
谷
全
体
に
拡
大
し
、

複
数
の
水
利
施
設
が
一
体
的
に
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
谷
を
起
点
と
し
て

構
築
さ
れ
た
水
利
の
範
囲
が
中
世
の

水
田
経
営
の
基
本
単
位
で
あ
っ
た
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
期
は
、
第
二
期
と
明
確
に
区

分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
第
二
期

の
水
田
の
畦
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

か
さ
上
げ
を
行
な
い
、
三
回
の
か
さ

上
げ
が
終
了
し
た
十
七
世
紀
代
初
頭
頃
に
、
大
規
模
な
洪
水
に
見
舞
わ
れ

て
、
水
田
が
廃
絶
す
る
ま
で
を
第
三
期
と
し
て
い
る
。

こ
の
洪
水
に
よ
っ
て
水
田
全
体
に
膨
大
な
量
の
土
砂
が
覆
っ
て
い
た

が
、
標
高
四
三
・
七
ｍ
程
度
の
水
田
跡
ま
で
は
、
青
灰
色
の
細
か
い
砂
が

堆
積
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
一
ｍ
も
の
厚
さ
で
、
黄
褐
色
の
粗
砂
層
が
覆

っ
て
い
た
。

ど
う
や
ら
辺
法
寺
を
襲
っ
た
大
洪
水
は
、
冠
水
に
よ
り
青
灰
色
細
砂
が

堆
積
し
た
直
後
に
黄
褐
色
粗
砂
層
が
被
覆
す
る
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
状
況
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
安
楽
川
流
域
を
襲
っ

た
大
水
害
に
よ
る
土
砂
堆
積
と
共

通
し
て
い
る
。
被
災
後
は
砂
の
堆

積
域
と
被
害
の
無
か
っ
た
区
域
と

の
境
界
域
に
新
た
に
畦
を
設
け
て

お
り
、
こ
の
畦
は
現
況
で
も
水
田

の
区
画
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る

（
写
真

）。

118

な
お
、
洪
水
は
何
度
も
こ
の
地

域
を
襲
っ
た
と
み
ら
れ
、
水
田
に

草
取
り
な
ど
の
農
作
業
に
よ
る
と

写真117 網中遺跡 水田遺構の堰跡（辺法寺町）
写真118 網中遺跡 第３期水田遺構の畦跡（辺法寺町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/aminaka04/03/03-01/gi.html?pf=ami04-20004.jpg&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F117 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E6%B0%B4%E7%94%B0%E9%81%BA%E6%A7%8B%E3%81%AE%E5%A0%B0%E8%B7%A1%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1213sh118.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F118 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E7%AC%AC%EF%BC%93%E6%9C%9F%E6%B0%B4%E7%94%B0%E9%81%BA%E6%A7%8B%E3%81%AE%E7%95%A6%E8%B7%A1%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
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み
ら
れ
る
足
跡
が
残
っ
て
い
る
時

点
で
、
冠
水
に
よ
る
青
灰
色
細
砂

の
堆
積
が
あ
り
、
こ
の
水
害
直
後

の
か
さ
上
げ
が
完
了
し
た
後
に
、

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
と
み

ら
れ
る
（
写
真

・
図

）。

119

69

洪
水
に
よ
っ
て
粗
砂
層
が
堆
積

し
た
範
囲
は
、
第
一
期
に
設
け
ら

れ
、
第
二
期
の
区
画
拡
張
に
伴
い

消
滅
し
た
畦
の
位
置
と
重
複
し
て

お
り
、
第
一
期
で
は
、
標
高
な
ど
の
地
形
条
件
に
加
え
て
、
経
験
的
に
水

害
時
の
浸
水
範
囲
を
把
握
し
た
上
で
水
田
域
を
設
定
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。

第
三
期
最
終
時
の
大
水
害
に
よ
っ
て
、
水
利
施
設
も
あ
わ
せ
た
水
田
は

壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
標
高
が
四
四
．
七
ｍ
以
上
の
水
田
に
つ
い
て
は
洪
水
に
よ
る

土
砂
堆
積
層
が
み
ら
れ
ず
、
冠
水
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
第
一

期
の
水
田
範
囲
と
一
致
す
る
高
位
の
水
利
施
設
・
水
田
は
結
果
と
し
て
、

そ
の
後
も
安
定
し
た
経
営
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

逆
に
冠
水
区
域
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
水
田
を
広
げ

る
こ
と
は
、
災
害
の
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
る
不
安
定
要
素
を
抱
え

る
こ
と
に
直
結
し
て
い
た
。

な
お
、
大
洪
水
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
は
、
亀
山
城
の
櫓
の
流
失
や
そ

写真119 網中遺跡 第３期水田遺構の足跡（辺法寺町）

図69 網中遺跡第３期水田遺構
足跡平面図

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1214sh119.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F119 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E7%AC%AC%EF%BC%93%E6%9C%9F%E6%B0%B4%E7%94%B0%E9%81%BA%E6%A7%8B%E3%81%AE%E8%B6%B3%E8%B7%A1%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1215zu069.JPG&?pn=%E5%9B%B369 %E7%B6%B2%E4%B8%AD%E9%81%BA%E8%B7%A1%E7%AC%AC%EF%BC%93%E6%9C%9F%E6%B0%B4%E7%94%B0%E9%81%BA%E6%A7%8B%E8%B6%B3%E8%B7%A1%E5%B9%B3%E9%9D%A2%E5%9B%B3
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の
後
の
数
年
間
に
も
及
ぶ
収
穫
量
の
激
減
と
な
る
よ
う
な
大
被
害
を
亀
山

領
内
に
与
え
た
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
水
害
を
そ
の
候
補
の
一
つ
に

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
期
は
洪
水
に
よ
る
黄
褐
色
粗
砂
層
上
層
の
水
田
面
で
、
現
行
の
水

田
面
も
こ
の
時
期
に
含
ま
れ
る
。
十
九
世
紀
に
入
る
頃
に
厚
く
堆
積
し
た

洪
水
砂
層
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
そ
の
上
に
非
透
水
性
の
床
土
層
を
置
き

再
水
田
化
が
図
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
字
名
の
「
東
川
原
」
が
示
す

よ
う
に
川
原
と
な
っ
て
い
た
荒
地
を
再
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
洪
水

の
結
果
、
広
範
囲
に
大
量
の
土
砂
が
堆
積
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
平
坦
面
が

形
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
地
形
制
約
を
受
け
た
階
段
状
の
水
田
か
ら
段
丘

崖
下
か
ら
安
楽
川
ま
で
ほ
ぼ
均
一
な
高
さ
を
持
つ
水
田
へ
変
化
す
る
。
こ

の
水
田
が
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
の
乾
田
化
事

業
ま
で
は
、
田
で
の
作
業
時
は
常
時
腰
ま
で
泥
に
浸
か
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
深
田
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

開
発
の
プ
ロ
セ
ス

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
網
中
遺
跡
に
お
い
て
は

十
一
世
紀
後
半
か
ら
谷
底
を
起
点
と
し
て
、
現
在
に
到
る
ま
で
長
期
間
に

わ
た
っ
て
水
田
経
営
が
維
持
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
も

っ
と
も
、
水
田
の
推
移
は
、
こ
の
近
く
に
所
在
し
た
で
あ
ろ
う
集
落
の
動

向
と
全
て
一
致
し
て
は
い
な
い
。網
中
遺
跡
周
辺
で
は
縄
文
時
代
中
期
（
約

四
千
五
百
年
前
）
に
は
人
が
居
住
を
始
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

奈
良
時
代
（
八
世
紀
代
）
に
は
小
規
模
な
が
ら
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
、
谷
の
水
田
開
発
に
先
行
し
て
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
当
然
、
集
落
に
お
い
て
は
水
田
以
外
の
畠
地
の
所
在
な
ど
何
ら
か
の

生
計
手
段
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
、
単
純
に
水
田
開
発
が
そ
の
ま
ま
地

域
の
発
祥
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
網

中
遺
跡
の
調
査
成
果
は
水
田
経
営
が
不
安
定
な
が
ら
も
重
要
な
生
計
手
段

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
水
田
開
発
時
か
ら
現
在
の
辺
法
寺
の
姿
が
形
成
さ
れ

る
ま
で
の
過
程
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

現
在
の
辺
法
寺
町
の
水
田
は
過
去
か
ら
の
開
発
経
緯
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
辺
法
寺
町
域
の
安
楽
川
左
岸
の
水
田
を
み
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る
と
、
現
有
す
る
三
つ
の
水
利
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
図

）
。

70

推
定
の
部
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
水
利
は
、
第
一
期
か
ら
何
ら
か
の

形
で
継
続
す
る
か
、
あ
る
い
は
か
つ
て
存
在
し
た
古
い
水
利
と
の
関
係
が

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

辺
法
寺
町
北
部
の
水
利
は
、
周
辺
で
は
最
大
の
溜
池
で
あ
る
「
ふ
く
べ

谷
の
池
」
を
水
源
と
し
、
字
大
増
・
東
川
原
・
下
川
原
の
す
べ
て
を
網
羅

す
る
水
利
、
弥
牟
居
神
社
前
の
安
楽
川
に
設
け
ら
れ
た
取
水
井
戸
を
水
源

や

む

こ

と
し
、
「
宮
の
前
用
水
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
水
利
、
字
網
中
全
体
に
導

水
し
、
「
網
中
用
水
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
水
利
の
三
つ
で
あ
る
（
写
真

）。

120
こ
の
三
つ
の
水
利
を
細
か
く

観
察
す
る
と
、「
ふ
く
べ
谷
の
池
」

か
ら
の
水
利
が
優
先
的
に
取

水
・
導
水
さ
れ
、
残
り
の
ふ
た

つ
の
水
利
は
「
ふ
く
べ
谷
の
池
」

の
水
利
を
迂
回
す
る
形
を
と
っ

て
い
る
。
ま
た
、
宮
ノ
前
、
網

中
の
両
水
利
は
、
そ
の
水
を
利

用
す
る
水
田
が
「
新
田
」
と
呼

写真120 ふくべ谷の池（辺法寺町）

図70 北辺法寺の推理模式図（辺法寺町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1216zu070.JPG&?pn=%E5%9B%B370 %E5%8C%97%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%90%86%E6%A8%A1%E5%BC%8F%E5%9B%B3%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1217sh120.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F120 %E3%81%B5%E3%81%8F%E3%81%B9%E8%B0%B7%E3%81%AE%E6%B1%A0%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
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ば
れ
て
い
る
。

こ
の
二
点
か
ら
、
「
ふ
く
べ
谷
の
池
」
の
水
利
は
、
宮
ノ
前
、
網
中
の

両
水
利
よ
り
も
先
に
確
立
さ
れ
た
水
利
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
状
況
か
ら
、

既
に
水
利
が
存
在
す
る
区
域
に
お
い
て
、
新
規
に
水
利
を
構
築
す
る
際
に

は
、
既
存
の
水
利
は
改
変
し
な
い
、
あ
る
い
は
既
存
の
水
源
は
用
い
な
い

と
い
っ
た
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
と
想
定
で
き
よ
う
。

こ
の
ル
ー
ル
は
、
水
が
死
活
問
題
に
直
結
す
る
重
要
な
既
得
権
で
あ
る

だ
け
に
、
既
存
の
水
利
体
系
を
改
変
す
る
こ
と
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
決
め
は
当

事
者
同
士
の
話
し
合
い
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
第
三
者
、
あ
る
い
は
そ
の

地
域
に
お
け
る
有
力
者
な
ど
が
介
入
し
た
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
水
利
の
構
築
は
、
ひ
と
つ
の
水
田
経
営
単
位
を
超
え

て
、広
域
的
な
対
処
を
要
す
る
問
題
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

水
利
の
観
点
か
ら
網
中
遺
跡
の
調
査
成
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
第

一
期
は
辺
法
寺
に
お
け
る
耕
作
地
再
開
発
の
起
点
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間

違
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
開
発
が
、
水
田
域
と
は
重
複
し
な
い
奈
良
時
代
の
小
集

落
の
成
立
を
、
そ
の
後
の
広
範
な
水
利
を
含
む
水
田
経
営
の
開
始
と
ま
で

は
断
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

一
方
で
網
中
遺
跡
か
ら
見
る
限
り
、
谷
部
分
の
開
発
は
、
あ
く
ま
で
も

小
規
模
な
谷
を
基
本
単
位
と
し
、
同
じ
よ
う
に
耕
地
化
さ
れ
た
複
数
の
谷

を
結
合
し
て
、
谷
下
方
の
平
坦
部
に
ま
で
耕
作
地
を
広
げ
、
こ
れ
ら
を
統

合
し
て
広
範
な
水
利
機
能
を
付
設
す
る
こ
と
を
第
二
期
に
想
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
第
一
期
の
小
規
模
な
谷
単
位
で
の
水
利
や
水
田
区

画
の
基
準
は
、
第
二
期
に
も
踏
襲
さ
れ
、
か
さ
上
げ
に
よ
り
大
規
模
な
水

田
と
な
っ
て
も
、
水
田
単
位
の
基
準
を
変
更
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
第

一
期
か
ら
の
連
続
性
を
示
す
と
と
も
に
、
初
期
段
階
の
水
利
機
能
は
、
そ

の
後
も
継
続
し
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
網
中
遺
跡
周
辺
の
現
在
に

ま
で
続
く
水
田
は
、
平
安
時
代
末
ご
ろ
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
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が
え
よ
う
。

地
域
開
発
の
背
景

現
在
の
亀
山
市
域
の
大
部
分
を
占
め
る
鈴
鹿
川
水
系

と
市
域
南
部
の
中
の
川
水
系
の
上
流
域
の
場
合
、
地
形
的
制
約
も
あ
っ
て
、

近
世
後
期
以
前
で
は
、
網
中
遺
跡
に
見
ら
れ
る
中
世
の
水
利
や
水
田
開
発

の
有
り
様
と
同
じ
く
、
小
さ
な
谷
の
結
合
を
耕
作
地
域
の
単
位
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
網
中
遺
跡
の
所
在
す
る
辺

法
寺
町
の
み
な
ら
ず
、
市
域
の
広
範
に
お
い
て
、
農
業
経
営
的
に
見
れ
ば

非
効
率
な
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
、
戦
後
の
圃
場
整
備
事
業
が
導
入
さ
れ
る
ま

で
継
続
し
た
と
い
う
事
は
、
開
発
の
過
程
で
構
築
さ
れ
た
水
利
が
、
新
規

の
耕
作
地
開
発
や
災
害
な
ど
で
、
区
画
が
消
滅
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

一
部
で
も
古
い
ス
タ
イ
ル
の
水
利
が
存
在
す
る
限
り
は
、
既
得
権
も
あ
い

ま
っ
て
、
水
利
を
踏
襲
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、

既
存
の
水
利
や
耕
作
域
を
踏
襲
し
て
、
何
度
も
再
構
築
さ
れ
現
在
に
至
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
市
域
の
水
田
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
来
歴
を
も
っ
て

い
る
と
こ
と
は
充
分
に
想
像
で
き
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
網
中
遺
跡
を
含
む
辺
法
寺
の
開
発
に
関
わ
っ
た
人
々

の
実
像
に
触
れ
て
み
た
い
。

辺
法
寺
に
つ
い
て
近
世
以
前
の
記
録
は
皆
無
に
等
し
く
、
『
吾
妻
鏡
』

に
み
ら
れ
る
「
遍
法
寺
領
」
の
人
々
が
、
開
発
に
関
わ
っ
た
と
推
測
す
る

よ
り
ほ
か
な
い
。
第
一
期
の
小
規
模
な
水
田
は
、
比
較
的
少
人
数
で
あ
っ

て
も
、
時
間
さ
え
掛
け
れ
ば
谷
底
の
水
田
化
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
第
二
期
に
み
ら
れ
る
石
組
み
の
堰
を
含
め
た
、
一
連
の
水
利

施
設
は
、
そ
の
付
設
の
み
な
ら
ず
、
維
持
に
関
し
て
も
高
い
技
術
力
と
労

働
力
の
集
中
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

水
利
を
構
築
し
、
そ
れ
を
経
営
し
た
の
は
一
定
レ
ベ
ル
の
技
術
を
持
っ

た
集
団
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
最
小
の
水
田
経
営

の
単
位
と
し
て
、
そ
の
上
位
に
「
ふ
く
べ
谷
の
水
利
」
を
構
成
す
る
よ
う

な
、
北
辺
法
寺
全
体
の
水
利
を
統
括
す
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、

さ
ら
に
安
楽
川
流
域
ほ
ど
の
範
囲
で
大
き
な
水
利
系
を
い
く
つ
か
束
ね

る
、
郷
の
よ
う
な
大
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
想
定
で
き
よ
う
。
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こ
の
大
グ
ル
ー
プ
が
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
よ
う
な
単
位
を
、
「
郡
」

と
い
う
大
き
な
地
域
の
く
く
り
と
し
た
の
が
、
水
利
を
基
本
と
し
た
地
域

模
式
図
で
あ
る
（
図

）。

71

こ
の
よ
う
な
水
田
経
営

を
母
体
と
し
た
グ
ル
ー
プ

は
、
一
定
の
範
囲
で
の
ま

と
ま
り
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
と
ま
り
は
、
近
世

で
は
村
、
現
在
で
は
地
区

や
町
と
い
っ
た
区
分
と
し

て
生
き
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
現
在

の
亀
山
市
域
に
あ
る
大
部
分
の
小
さ
な
区
域
は
、
中
世
初
期
に
ま
で
遡
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
ま
と
ま
り
の
中
核
は
、
現
在
と
同
じ
く
集
落
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。ひ
と
つ
の
谷
に
あ
た
る
網
中
遺
跡
で
は
、
水
田
経
営
に
携
わ
っ
た
人
々

の
居
住
域
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
谷
よ
り
も
、
も

う
少
し
広
い
範
囲
の
谷
の
ま
と
ま
り
に
対
し
て
、
ひ
と
つ
の
集
落
が
あ
る

と
想
定
で
き
よ
う
。

ま
た
、
ま
と
ま
り
の
中
で
水
利
が
確
立
す
る
段
階
で
、
小
規
模
な
水
田

開
発
を
行
な
っ
た
個
々
の
グ
ル
ー
プ
の
小
さ
な
権
益
を
超
越
し
た
立
場
の

人
物
が
先
に
存
在
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
内
の
調
整
が
図
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
各
地
の
荘
園
遺
跡
で
水
利
の
単
位
が
現
在
の
小
字
や

集
落
の
単
位
と
一
致
す
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
網
中
遺
跡
に
お
い

て
も
、
こ
の
点
で
は
同
じ
で
あ
る
（
図

）。

72

興
味
深
い
事
例
と
し
て
、
辺
法
寺
の
す
ぐ
北
に
所
在
す
る
「
字
北
山
」

は
、
位
置
と
し
て
は
、
近
世
の
辺
法
寺
村
と
東
隣
の
川
崎
村
と
の
境
界
域

に
あ
た
る
。

し
か
し
、
こ
の
字
は
、
辺
法
寺
村
と
は
安
楽
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
た

図71 水利を基本とした地域模式図

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1218zu071.JPG&?pn=%E5%9B%B371 %E6%B0%B4%E5%88%A9%E3%82%92%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E6%A8%A1%E5%BC%8F%E5%9B%B3
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る
太
田
村
の
飛
び
地
で
あ
る
。
近
世
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
「
村
」
と
い

っ
た
地
域
の
ま
と
ま
り
と
は
、
場
所
や
区
域
で
は
な
く
、
北
山
を
開
発
し

て
農
業
経
営
を
お
こ
な
う
よ
う
な
人
々
の
グ
ル
ー
プ
が
基
本
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
よ
う
。

発
掘
さ
れ
た
中
世
集
落

水
利
を
基
本
と
し
た
ま
と
ま
り
の
中
核
に
あ
る

集
落
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
こ
と
に
、
網
中
遺
跡
で
は
、
中
世
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
跡
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
市
域
で
耕
作
地
と
居
住
地
の
関
係
を
直
接
知

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
中
世
遺
跡
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
中
世
の
集
落
跡
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を

探
っ
て
み
よ
う
。

全
国
の
中
世
遺
跡
の
中
で
、
最
も
数
が
多
い
の
は
集
落
跡
で
あ
る
。
城

館
や
寺
院
跡
の
よ
う
に
、明
確
に
性
格
が
判
断
さ
れ
な
い
中
世
の
遺
跡
は
、

概
ね
集
落
跡
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
何
を
も
っ
て
集
落
跡
と
み
な

す
か
は
明
確
な
定
義
が
な
く
、
人
が
ま
と
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
跡
で
あ
る

こ
と
を
集
落
跡
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
、
集
落
跡
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
土
器
片
な
ど
の
遺
物
が
地
表

に
散
布
し
て
い
る
場
所
を
そ
の
範
囲
と
す
る
の
で
、
遺
物
の
散
布
が
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
耕
作
地
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
遺
跡
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

図72 辺法寺町内の字名（辺法寺町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1219zu072.JPG&?pn=%E5%9B%B372 %E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%E5%86%85%E3%81%AE%E5%AD%97%E5%90%8D%EF%BC%88%E8%BE%BA%E6%B3%95%E5%AF%BA%E7%94%BA%EF%BC%89
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こ
の
た
め
、
中
世
集
落
跡
と
さ
れ
る
遺
跡
が
、
そ
の
ま
ま
か
つ
て
の
集

落
範
囲
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
市
内
の
集
落
跡
で
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
は
、
本
来
の
集
落
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
ほ
ん
の
一
部
を
確
認
し
た
に

過
ぎ
な
い
。

市
内
で
、発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
主
な
中
世
の
集
落
遺
跡
は
、糀
屋
垣
内

こ
う
じ
や
が

い

と

遺
跡
（
羽
若
町
）
・
大
鼻
遺
跡
（
太
岡
寺
町
）
・
大
会
遺
跡
（
両
尾
町
）
・

お
お
は
な

え

い

げ

正
知
浦
遺
跡
（
亀
田
町
）・
堀
越
遺
跡
（
椿
世
町
）・
山
城
遺
跡
（
川
合
町
）・

し
ょ
う
ち
う
ら

ほ
り
こ
し

や
ま
じ
ょ

岩
瀬
遺
跡
（
三
寺
町
）
・
金
森
遺
跡
（
同
町
）
・
嶋
ノ
前
遺
跡
（
同
町
）
・

い

わ

せ

か
な
も
り

し
ま
の

ま

え

地
蔵
前
遺
跡
（
同
町
）・
野
村
一
里
塚
遺
跡
（
野
村
三
丁
目
）・
忍
山
遺
跡

じ
ぞ
う
ま
え

の

む

ら

い
ち
り
づ
か

お
し
や
ま

（
野
村
一
丁
目
）・
東

樺
野
遺
跡
（
菅
内
町
）・
西
野
遺
跡
（
和
田
町
）・

ひ
が
し
か
ば

の

に

し

の

小
野
城
跡
（
小
野
町
）・
小
野
遺
跡
（
関
町
小
野
）
・
大
藪
遺
跡
（
亀
田
町
）

お

の

お
お
や
ぶ

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
中
世
集
落
遺
跡
個
々
に
つ
い
て
は
、

考
古
編
に
概
説
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

亀
山
市
域
の
場
合
、
集
落
跡
の
所
在
地
を
み
る
と
、
高
位
・
中
位
段
丘

の
縁
辺
部
に
立
地
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
こ
れ
は
現
在
の
集
落
に
も
あ

て
は
ま
る
も
の
で
、
市
域
の
地
形
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
市
域
で
東
海
道
・
大
和
街
道
な
ど
の
主
要
街
道
が
交
差
し
、
縦

断
す
る
地
理
的
特
性
か
ら
見
れ
ば
、
中
世
の
集
落
は
農
耕
に
よ
る
生
計
を

基
本
と
し
て
、
こ
れ
に
集
落
が
所
在
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、
林
業
や
炭
焼

き
と
い
っ
た
「
山
仕
事
」
、
宿
や
荷
物
の
搬
送
と
い
っ
た
「
街
道
稼
ぎ
」

な
ど
の
要
素
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
が
つ
く
。

次
に
中
世
の
集
落
跡
の
推
移
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
集
落
の
成
立
は
十

二
世
紀
後
半
が
多
い
が
、
ど
の
集
落
も
そ
の
は
じ
ま
り
は
古
墳
時
代
後
期

か
ら
飛
鳥
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

し
か
し
、
古
代
の
集
落
か
ら
中
世
集
落
へ
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
が
事
例

は
な
い
。
同
じ
く
中
世
集
落
が
継
続
し
て
そ
の
ま
ま
近
世
の
村
落
と
な
っ

た
事
例
も
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
立
証
が
で
き
な
い
た
め
事
例
が
な
い

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
十
二
世
紀
代
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い

総

柱
建
物
と
そ
れ
に
付
属
す
る
小
規
模
な
建
物
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
集

そ
う
ば
し
ら
た
て
も
の
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落
内
に
複
数
存
在
し
、
集
落
の
範
囲

が
最
も
広
が
る
（
写
真

）
。
建
物

121

グ
ル
ー
プ
間
の
境
界
は
柵
列
あ
る
い

は
明
確
に
示
さ
れ
な
い
か
で
あ
る
。

十
三
世
紀
前
半
に
は
建
物
群
が
一
か

所
に
集
ま
る
と
同
時
に
、
建
物
群
で

は
同
じ
よ
う
な
規
模
の
建
物
が
建
ち

並
ぶ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
時

期
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
に
か
け
て
建

物
群
同
士
の
間
が
溝
で
区
画
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
区
画
は
、
集
落
全
体
で
計
画
的
に
設
定
さ
れ
、
区
画
の
長

辺
の
方
向
が
概
ね
同
じ
に
な
る
。
ま
た
、
一
つ
ひ
と
つ
区
画
面
積
は
ば
ら

つ
き
が
な
い
。

大
半
の
集
落
跡
で
は
十
四
世
紀
半
ば
に
建
物
群
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。

た
だ
し
、
集
落
そ
の
も
の
が
廃
絶
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
こ
れ
以
後
の
集

落
跡
に
は
、
領
主
層
の
居
館
と
一
体
化
し
て
、
区
画
単
位
に
小
規
模
な
堀

き
ょ
か
ん

や
土
塁
が
築
か
れ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。上
記
の
よ
う
な
集
落
の
推
移
は
、

ど

る

い

亀
山
市
域
の
中
世
集
落
跡
全
般
に
概
ね
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
少
な

く
と
も
北
伊
勢
地
域
全
般
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
世
集
落
の
実
像

市
域
の
中
世
集
落
跡
の
中
で
、
羽
若
町
か
ら
亀
田
町

に
ま
た
が
る
糀
屋
垣
内
遺
跡
・
大
藪
遺
跡
は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

お
お
や
ぶ

の
国
道
一
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
調
査
か
ら
、
断
続
的
に
二
万
㎡
を
越

え
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
三
重
県
下
で
も
広
範
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
は
、
羽
若
町
糀
屋
垣
内
・
松
本
・
岩
谷

の
区
域
が
糀
屋
垣
内
遺
跡
、
亀
田
町
一
ツ
橋
・
大
藪
・
杉
浦
・
尾
崎
の
範

囲
が
大
藪
遺
跡
と
別
々
の
遺
跡
と
し
て
い
る
が
本
来
は
一
体
の
集
落
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
辺
法
寺
と
同
じ
く
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年

（
一
一
八
七
）
四
月
二
十
九
日
条
の
「
葉
若
村
」
か
ら
鎌
倉
時
代
、
室
町

は

わ
か

時
代
を
通
じ
て
、
「
葉
若
村
」
「
葉
若
荘
」
「
葉
若
御
厨
」
と
し
て
そ
の
名

み
く
り
や

が
見
え
る
。こ
の
中
世
集
落
を
仮
に
中
世
葉
若
の
集
落
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

写真121 糀屋垣内遺跡 大型の総柱建物跡（羽若町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/koujyakai1/01/05/gi.html?pf=KG105-564.JPG&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F121 %E7%B3%80%E5%B1%8B%E5%9E%A3%E5%86%85%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E5%A4%A7%E5%9E%8B%E3%81%AE%E7%B7%8F%E6%9F%B1%E5%BB%BA%E7%89%A9%E8%B7%A1%EF%BC%88%E7%BE%BD%E8%8B%A5%E7%94%BA%EF%BC%89
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中
世
葉
若
の
集
落
遺
跡
は
、
鈴
鹿
川
支
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
椋
川
と
、

椋
川
に
合
流
す
る
亀
田
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
谷
に
挟
ま
れ
た
標
高
七

五
ｍ
程
度
の
高
位
段
丘
上
に
位
置
す
る
。
こ
の
段
丘
は
小
規
模
な
谷
が
入

り
込
み
、
現
況
で
は
集
落
と
畑
が
段
丘
上
に
、
水
田
は
小
規
模
な
谷
か
ら

河
川
沿
い
の
低
位
段
丘
上
に
営
ま
れ
て
い
る
。
網
中
遺
跡
の
事
例
に
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、
高
台
に
畠
と
居
住
地
、
谷
部
に
水
田
と
い
っ
た
中
世
集

落
の
状
況
を
今
日
ま
で
受
け
継

ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
。
発
掘
調
査

で
は
、
糀
屋
垣
内
遺
跡
で
は
八

四
棟
、
大
藪
遺
跡
で
は
四
一
棟

も
の
掘
立

柱

建
物
跡
が
確
認

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と

さ
れ
て
い
る
（
写
真

）
。
こ

122

れ
ら
の
建
物
群
は
概
ね
集
落
の

中
核
部
分
に
当
た
る
も
の
と
み

ら
れ
、
中
世
集
落
の
全
体
像
が

把
握
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
数

少
な
い
遺
跡
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。中

世
葉
若
の
集
落
は
、
七
世

紀
の
飛
鳥
時
代
に
は
集
落
と
し

て
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る

（
写
真

）
。
こ
の
集
落
が
そ

123

の
後
の
中
世
集
落
に
継
続
し
た

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
十
二

世
紀
代
初
頭
に
は
同
じ
範
囲
で

集
落
が
確
認
さ
れ
、
中
世
集
落

と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
集
落
域
が
大

き
く
拡
大
す
る
の
は
、
先
の
『
吾

妻
鏡
』
に
「
葉
若
村
」
と
し
て

写真122 空から見た糀屋垣内遺跡（羽若町）写真123 糀屋垣内遺跡 飛鳥時代の竪穴住居跡（羽若町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/koujyakai1/01/06/gi.html?pf=KG106-672.JPG&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F122 %E7%A9%BA%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%8B%E3%81%9F%E7%B3%80%E5%B1%8B%E5%9E%A3%E5%86%85%E9%81%BA%E8%B7%A1%EF%BC%88%E7%BE%BD%E8%8B%A5%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/koujyakai1/01/05/gi.html?pf=KG105-473.JPG&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F123 %E7%B3%80%E5%B1%8B%E5%9E%A3%E5%86%85%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E9%A3%9B%E9%B3%A5%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%81%AE%E7%AB%AA%E7%A9%B4%E4%BD%8F%E5%B1%85%E8%B7%A1%EF%BC%88%E7%BE%BD%E8%8B%A5%E7%94%BA%EF%BC%89


- 25 -

登
場
す
る
十
二
世
紀
後
半
に
至
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は

集
落
の
中
心
的
建
物
と
見
ら
れ
る

大
型
の
掘
立
柱
建
物
群
が
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
建
物
群
は
明
確

な
区
画
を
持
っ
て
は
お
ら
ず
、
集

落
に
お
け
る
主
導
的
役
割
を
担
う

人
物
の
「
居
館
」
と
ま
で
は
言
い

が
た
い
。
集
落
の
広
が
り
は
こ
の

頃
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

大
型
掘
立
柱
建
物
群
か
ら
北
西
へ
二
〇
〇
ｍ
の
位
置
に
相
当
す
る
総
合
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
あ
い
）
付
近
に
ま
で
建
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
十
三
世
紀
前
半
ま
で
に
は
建
物
の
集
中
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
道
路
や
溝
に
よ
る
区
画
が
設
定
さ
れ
集
落
内
で
の
有
力
者
層
の
「
屋

敷
地
」
が
成
立
し
て
い
る
（
写
真

）。

124

十
三
世
紀
半
ば
か
ら
は
逆
に
建
物
の
散
在
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
十
三
世
紀
後
半
に
は
あ
た
か
も
集
落
が
廃
絶
し
た
か
の
よ
う
に
遺
構

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
い
な
が
ら
も
遺

物
は
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
集
落
と
し
て
は
存
在
し
て
い
た
よ
う

で
、
十
四
世
紀
代
に
入
る
と
、
現
在
の
羽
若
・
亀
田
町
集
落
の
近
く
に
方

形
の
区
画
を
持
っ
た
屋
敷
地
群
が
形
成
さ
れ
る
。
屋
敷
地
群
は
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
四
世
紀

中
頃
か
ら
集
落
は
急
速
に
衰
微
し
て
大
半
は
耕
作
地
化
し
て
ゆ
く
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
の
変
遷
か
ら
は
、
古
代
末
か
ら
中
世
初
頭
に
こ

の
地
域
の
開
発
主
体
と
も
い
う
べ
き
階
層
が
形
成
し
た
集
落
が
そ
の
ま
ま

近
世
を
経
て
現
在
に
ま
で
継
続
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
十
四
世
紀
中
頃
に

断
絶
あ
る
い
は
再
編
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

中
世
後
期
に
な
る
と
関
氏
の
有
力
与
力
で
あ
っ
た
葉
若
氏
の
名
が
登
場

す
る
よ
う
に
な
る
が
、現
時
点
で
は
中
世
葉
若
の
集
落
遺
跡
に
お
い
て
「
葉

若
氏
居
館
」
と
位
置
づ
け
で
き
る
よ
う
な
規
模
形
状
を
持
っ
た
区
画
は
確

写真124 糀屋垣内遺跡 屋敷地跡（羽若町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/koujyakai1/01/07/gi.html?pf=KG107-711.JPG&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F124 %E7%B3%80%E5%B1%8B%E5%9E%A3%E5%86%85%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E5%B1%8B%E6%95%B7%E5%9C%B0%E8%B7%A1%EF%BC%88%E7%BE%BD%E8%8B%A5%E7%94%BA%EF%BC%89
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認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
葉
若

氏
居
館
所
在
地
に
つ
い
て
の
伝
承

も
な
い
が
、
亀
田
町
字
杉
前
に
幅

三
ｍ
程
の
溝
状
の
低
地
で
囲
わ
れ

た
二
五
ｍ
四
方
ほ
ど
の
方
形
区
画

の
痕
跡
が
存
在
す
る
。
不
確
定
要

素
な
が
ら
葉
若
氏
本
拠
の
候
補
地

と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
他

に
現
在
の
亀
山
八
幡
神
社
（
亀
山

市
江
ヶ
室
）
の
旧
鎮
座
地
と
さ
れ

る
場
所
や
、
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
の
造
立
銘
の
あ
る
西
光
寺
阿

弥
陀
如
来
坐
像
な
ど
は
、
中
世
後
期
の
葉
若
の
集
落
と
関
連
付
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
現
在
ま
で
継
続
す
る
羽
若
・
亀
田
町
の
現

集
落
と
近
接
し
て
所
在
し
、
十
四
世
紀
を
挟
ん
で
集
落
域
あ
る
い
は
そ
の

中
核
部
分
の
位
置
変
動
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（
写
真

）
。

125

こ
こ
で
気
に
か
か
る
の
は
、
集
落
の
重
要
な
生
計
手
段
で
あ
る
水
田
の

位
置
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
集
落
の
位
置
が

変
っ
て
ゆ
く
の
か
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
中
世
葉
若
の
集
落
も
含
め
、
市

域
の
集
落
遺
跡
は
、
谷
の
水
田
の
隣
接
す
る
高
台
に
あ
る
こ
と
は
先
に
述

べ
た
。
こ
の
立
地
か
ら
、
集
落
に

お
い
て
建
物
が
あ
る
部
分
と
な
い

部
分
は
、
単
に
屋
敷
地
内
で
の
問

題
で
は
な
く
、
「
屋
敷
」
と
こ
れ
に

付
帯
し
て
重
要
な
生
計
手
段
で
あ

っ
た
畑
地
の
存
在
を
意
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
（
写
真

）。

126

残
念
な
こ
と
に
市
域
で
は
中
世

集
落
内
で
の
水
田
・
畑
・
屋
敷
地

の
割
合
が
わ
か
る
よ
う
な
史
料
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
国
各

写真125 八幡神社旧鎮座伝承地（羽若町）
写真126 糀屋垣内遺跡 屋敷地跡と建物のない区画（羽若町）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kochuusei/image/06/gi.htm?pf=1224sh125.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F125 %E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E6%97%A7%E9%8E%AE%E5%BA%A7%E4%BC%9D%E6%89%BF%E5%9C%B0%EF%BC%88%E7%BE%BD%E8%8B%A5%E7%94%BA%EF%BC%89
http://kameyamarekihaku.jp/sisi/koukoHP/archives/koujyakai1/01/07/gi.html?pf=KG107-715.JPG&pn=%E5%86%99%E7%9C%9F126 %E7%B3%80%E5%B1%8B%E5%9E%A3%E5%86%85%E9%81%BA%E8%B7%A1%E3%80%80%E5%B1%8B%E6%95%B7%E5%9C%B0%E8%B7%A1%E3%81%A8%E5%BB%BA%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%81%AA%E3%81%84%E5%8C%BA%E7%94%BB%EF%BC%88%E7%BE%BD%E8%8B%A5%E7%94%BA%EF%BC%89
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地
に
散
在
す
る
中
世
の
史
料
か
ら
見
る
限
り
、
中
世
の
農
業
生
産
は
、
現

在
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
れ
ば
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
畑

に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
収
穫
が
見
込
め
る
安
定
し
た
畑
地
と
、
開
墾
か
ら

日
が
浅
い
と
か
、
も
と
も
と
の
地
味
条
件
が
悪
い
な
ど
で
隔
年
で
な
け
れ

ば
耕
作
が
で
き
な
い
よ
う
な
不
安
定
な
畑
地
が
並
存
し
て
い
た
。
特
に
中

世
初
期
に
お
い
て
は
屋
敷
地
の
周
囲
で
あ
っ
て
も
安
定
し
た
畑
地
で
あ
る

と
は
限
ら
ず
、
同
じ
く
安
定
し
た
収
量
が
望
め
な
い
谷
の
水
田
と
広
域
な

不
安
定
な
畑
地
を
全
部
合
わ
せ
る
こ
と
が
生
計
を
立
て
て
ゆ
く
に
は
不
可

欠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
集
落
の
成
立
と
あ
わ
せ
て
居
住

地
周
辺
か
ら
畑
地
が
開
発
さ
れ
た
な
ら
ば
、
必
然
的
に
個
々
の
畑
地
の
範

囲
を
広
げ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
耕
作
す
る
区
域
が
増
大
す
れ
ば
、

限
界
の
あ
る
土
地
の
中
で
や
が
て
は
所
有
や
耕
作
権
な
ど
が
飽
和
点
に
到

達
し
、
集
落
単
位
で
の
全
体
の
整
合
や
整
理
が
必
要
に
な
る
と
想
定
で
き

る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
十
四
世
紀
代
に
集
落
全
体
の
配
置
の
変
動
に
結
び

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
理
由
を
含
め
て
い
く
つ
か
の

要
因
が
重
複
し
て
集
落
の
居
住
域
の
移
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

中
世
の
開
発
と
集
落
の
動
き
か
ら
、
市
域
の
地
理
的
な
要
件
の
中
で
中

世
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
ま
で
続
く
「
村
」
を
形
成
し
て
い
っ

た
か
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
自
分
た
ち
の
生
活
域

を
こ
の
よ
う
に
し
て
ゆ
こ
う
と
い
っ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
日
々
を
ど
う
や
っ
て
生
き
延
び
て
ゆ
く
か
と
い
っ
た
、
現
実
と

の
は
ざ
ま
の
中
で
の
積
み
重
ね
の
結
果
と
し
て
、
今
日
の
市
域
の
姿
が
作

り
出
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。


